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各      位 
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通期業績予想と実績の差異に関するお知らせ 

  

2023 年５月 11 日に公表した 2023 年 12 月期の通期連結業績予想と実績に差異が生じましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023年12月期通期連結業績予想と実績との差異（2023年1月1日～2023年12月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 59,100 360 110 △750 △40.44 

実 績 値（ Ｂ ） 59,014 △759 △555 △1,269 △68.42 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △86 △1,119 △665 △519  

増    減    率（％） △0.1 － － －  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 2 0 2 2 年 1 2 月期 ) 
59,643 978 2,120 168 9.08 

 

２．差異が生じた理由  

通期の売上高については 第１四半期を底に需要の持ち直しの動きがみられたことや為替相場の円

安影響もあり、概ね前回の予想値どおりとなりました。 

一方、利益につきましては売上高の回復に伴い同じく第１四半期を底に増加傾向となりましたが、 

第４四半期に入り、翌期第１四半期向けの需要が見通しより下回ったことから、工場稼働率の低下に

伴う稼働損（不利差異）の増加による利益の減少、加えて、足元及び今後の市場や事業環境等を勘案

し、棚卸資産の圧縮（第４四半期にて約９億円の棚卸資産の減少、前年度末比で約 11 億円の減少）や

一部の固定資産の減損処理等（投資有価証券や低稼働の生産設備の簿価切り下げ）を行なったことに

より、各段階利益は前回予想を下回る結果となりました。 

 

以 上 


